
令和元年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官 報
一
一
六

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な

運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働

者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
一

号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
基
準
等
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示

一
三

七

一
一
七

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大

な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の

医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る

法
律
第
八
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
医
療
に
要
す
る

費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
八

三

一
一
八

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
第
七
十
四
条
の

三
第
二
十
二
項
第
二
号
の
規

定
に
よ
り
在
宅
就
業
支
援
団

体
の
代
表
者
の
氏
名
を
変
更

し
た
件

一
九

六

一
一
九

厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革

特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
に

規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業

に
係
る
告
示
の
特
例
に
関
す

る
措
置
を
廃
止
す
る
件

一
九

六

一
二
〇

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理

の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主

が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の

指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
九
117
二
八

一
二
一

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
外

国
人
雇
用
状
況
の
通
知
の
様

式
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
九
117
二
八

一
二
二

医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
医

薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
〇

七

一
二
三

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇
118

八

一
二
四

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
〇
118
二
七

一
二
五

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

生
物
由
来
製
品
及
び
特
定
生

物
由
来
製
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
〇
118
二
八

一
二
六

令
和
二
年
度
産
あ
へ
ん
の
収

納
価
格
を
定
め
る
件

二
七

六

一
二
七

令
和
二
年
度
産
け
し
の
栽
培

区
域
及
び
栽
培
面
積
を
定
め

る
件

二
七

六

一
二
八

労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七

条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名
称

を
公
表
す
る
件

二
七
124

三

一
二
九

児
童
福
祉
法
施
行
令
第
二
十

七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
食
費
等
の
負
担
限
度
額

の
算
定
方
法
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示

二
七
124
一
二

一
三
〇

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
三

十
八
条
の
七
か
ら
第
三
十
八

条
の
九
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
休
業
補
償
の
額
の
算
定

に
当
た
り
用
い
る
率
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
七
124
一
四

一
三
一

医
療
法
施
行
規
則
第
三
十
条

の
三
十
三
の
六
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
方
法
及
び
医
療
法

施
行
規
則
第
三
十
条
の
三
十

三
の
八
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

二
七
124
一
五

一
三
二

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
よ
り
登
録
研
修
機
関
の
登

録
の
更
新
を
し
た
件

三
〇

五

一
三
三

平
成
三
十
一
年
度
の
血
液
製

剤
の
安
定
供
給
に
関
す
る
計

画
の
一
部
を
変
更
す
る
件

三
〇

六

一
三
四

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
検
定
を
要
す
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
等
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
〇
126

一
三
五

水
道
の
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め

る
件

三
〇
126

一
三
六

療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並

び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
〇
126

一
三
七

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養

並
び
に
施
設
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
〇
126

〇
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省

二

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
第

二
条
第
十
八
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
令
和
元
年
度
予
算
に

係
る
特
定
補
助
金
等
を
指
定

し
た
件

二
七
124
一
六

〇
農
林
水
産
省

七
四
九

七
五
六

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

二

五

七
五
七

七
六
〇

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を

変
更
す
る
件

二

六

七
六
一

七
七
〇

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

三

二

七
七
一

七
七
八

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を

変
更
す
る
件

三

三

七
七
九

森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
特
定
母
樹
を
指
定
し

た
件

三

五

七
八
〇

七
九
四

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

四

五

七
九
五

令
和
二
年
産
の
麦
に
適
用
す

る
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
共

済
金
額
の
範
囲
を
定
め
る
件

四

七

七
九
六

種
苗
法
第
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
品
種
登
録
出

願
を
公
表
す
る
件

五

五

七
九
七

出
願
公
表
後
に
名
称
変
更
が

な
さ
れ
た
件

五

六

七
九
八

人
工
光
型
植
物
工
場
に
お
け

る
葉
菜
類
の
栽
培
環
境
管
理

の
日
本
農
林
規
格
を
制
定
す

る
件

五

六

七
九
九

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
国

際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電

気
標
準
会
議
が
定
め
た
認
証

を
行
う
機
関
又
は
試
験
所
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件

五

六


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